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〜
平
成
二
十
三
年
度
の
取
組
〜

報 

告

平成22年度収支決算

平成23年度収支予算
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支出の部 （単位：円）
一般会計

項 目 決 算 額
交流事業費（パーティ関連） 0
広報事業費（会報制作費） 421,620
人材派遣事業費 38,615
管理運営費 238,433
予備費 0
次期繰越金 121,263

計 819,931
特別会計

項 目 予 算 額
メインフェスティバル 9,234,254
分野別フェスティバル 8,871,354
広報宣伝費・事務局費 2,644,392

計 20,750,000
合 計 21,569,931

収入の部 （単位：円）

一般会計

項 目 決 算 額

会費（正会員70団体、賛助会員70口） 725,000

寄付金 2,000

雑収入（利息等） 44

前期繰越金 92,887

計 819,931

特別会計

項 目 予 算 額

県総合芸術文化祭委託料 20,750,000

計 20,750,000

合 計 21,569,931

■
理
事
会
及
び
総
会
を
開
催

　
平
成
二
十
三
年
度

理
事
会
及
び
総
会
を

五
月
三
十
一
日
㈫
に

ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
タ
ナ

カ
（
山
口
市
）
で
開

催
し
、
平
成
二
十
二

年
度
事
業
報
告
及
び

収
支
決
算
、
平
成

二
十
三
年
度
事
業
計

画
及
び
収
支
予
算
な

ど
が
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

◇
平
成
二
十
二
年
度
事
業
報
告
及
び
収
支
決
算

　
平
成
二
十
二
年
度
事
業
と
し
て
実
施
し
た
、

会
報
の
発
行
、
地
域
の
文
化
芸
術
活
動
支
援
事

業
〈
講
師
の
派
遣
〉
等
（
一
般
会
計
事
業
）、

第
四
回
山
口
県
総
合
芸
術
文
化
祭
事
業
（
特
別

会
計
事
業
）
に
つ
い
て
承
認
を
受
け
ま
し
た
。

◇
平
成
二
十
三
年
度
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算

　
事
業
計
画
と
し
て
、
会
報
の
発
行
、
地
域
の

文
化
芸
術
活
動
支
援
事
業
〈
講
師
の
派
遣
〉
等

（
一
般
会
計
事
業
）、
第
五
回
山
口
県
総
合
芸
術

文
化
祭
分
野
別
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
事
業
（
特
別

会
計
事
業
）
の
実
施
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
で
五
年
目
を
迎
え
た
山
口
県
文

化
連
盟
。今
年
度
も
、当
連
盟
の
持
つ
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
や
人
材
、ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
、

県
や
市
町
等
と
協
力
し
な
が
ら
、
山
口

県
総
合
芸
術
文
化
祭
の
開
催
や
地
域
の

文
化
芸
術
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
事
業

な
ど
、
山
口
県
の
文
化
力
の
向
上
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

◇
監
事
の
辞
任
・
選
任
に
つ
い
て

　
松
原
清
監
事
が
辞
任
さ
れ
、
後
任
の
監
事
と

し
て
、
末
貞
収
一
氏
（
公
益
財
団
法
人
山
口

市
文
化
振
興
財
団
常
務
理

事
）が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

◇ 

正
会
員
の
新
規
入
会
に

つ
い
て

　
下
関
市
の
下
関
市
文
化

連
合
会
が
新
た
に
入
会
さ

れ
、
当
連
盟
の
正
会
員
は

計
六
十
七
団
体
と
な
り
ま

し
た
。

■
文
化
交
流
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
催

　
総
会
終
了
後
、
当
連
盟
の
会
員
と
本
県
の
文

支出の部 （単位：円）

一般会計
項 目 予 算 額

交流事業費（パーティ関連） 50,000
広報事業費（会報制作費費） 500,000
人材派遣事業費 150,000
管理運営費 250,000
予備費 50,000

計 1,000,000
特別会計

項 目 予 算 額
分野別フェスティバル 10,000,000

計 10,000,000
合 計 11,000,000

収入の部 （単位：円）

一般会計

項 目 予 算 額

会費（正会員67団体、賛助会員108口） 875,000

雑収入（利息等） 3,737

前期繰越金 121,263

計 1,000,000

特別会計

項 目 予 算 額

県総合芸術文化祭実行委員会負担金 10,000,000

計 10,000,000

合 計 11,000,000

化
芸
術
の
振
興
発
展
に
御
貢
献
を
い
た
だ
い
て

い
る
方
々
が
一
堂
に
会
し
、
文
化
芸
術
の
愛
好

家
の
輪
を
広
げ
る
た
め
、
恒
例
の
「
文
化
交
流

パ
ー
テ
ィ
ー
」
を
開

催
し
ま
し
た
。

　
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で

は
、〝
お
ご
お
り
文

化
協
会
邦
楽
部
門
〞

の
皆
様
に
、「
ア
メ

イ
ジ
ン
グ
グ
レ
イ

ス
」
と
「
惜
春
（
せ

き
し
ゅ
ん
）」
を
披

露
し
て
い
た
だ
き
、

箏
と
尺
八
の
醸
し
出

す
優
美
な
音
色
で

パ
ー
テ
ィ
が
は
じ
ま

り
ま
し
た
。

　
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
、
和
気
あ
い
あ
い
と

語
り
合
っ
た
り
情
報
交
換
を
さ
れ
た
り
、
あ
る

い
は
一
緒
に
記
念
写
真
を
撮
ら
れ
る
な
ど
、
賑

や
か
で
盛
大
な
パ
ー
テ
ィ
ー
と
な
り
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
、
東
日
本
大
震
災
義
援
金
箱
を
設

置
し
、
集
ま
っ
た
義
援
金
は
、
日
本
赤
十
字
社

を
通
じ
て
寄
付
い
た
し
ま
し
た
。

講
師（
指
導
者
）の
紹
介
・
派
遣

〜
多
く
の
会
員
の
皆
様
の
登
録
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
〜

注
目
！

　
当
連
盟
で
は
、
平
成
二
十
年
度
か
ら
、
県
内
各
地

域
で
行
わ
れ
る
各
種
文
化
教
室
、
学
校
で
の
部
活
動

等
で
実
技
指
導
な
ど
を
行
う
講
師（
指
導
者
）を
紹
介・

派
遣
し
、
地
域
の
文
化
芸
術
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
地
域
の
文
化
芸
術
活
動
で
は
、
専
門
家
に
よ
る
指

導
を
必
要
と
し
て
い
る
場
合
が
多
く
、
本
事
業
に
取

り
組
む
意
義
を
改
め
て
感
じ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
地
域
や
学
校
等
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い

く
た
め
に
は
、
講
師
（
指
導
者
）
陣
を
一
層
充
実
さ

せ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
会
員
の
皆
様
の

積
極
的
な
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

◇
実
施
の
流
れ

・ 

①
申
込
み
（
利
用
者
）
↓
②
講
師
紹
介
（
事
務
局
）

↓
③
打
合
せ
（
講
師
・
利
用
者
）
↓
④
実
技
指
導
・

講
座
等
実
施

◇
経
費
負
担

・ 

山
口
県
文
化
連
盟
の
負
担
で
、
一
回
の
指
導
に
つ

き
交
通
費
相
当
額
二
○
○
○
円
（
税
額
控
除
後
）

を
支
給

・ 

申
請
者
（
利
用
者
）
に
謝
金
、
交
通
費
の
支
給
は

求
め
な
い
。

・ 

お
花
や
お
菓
子
な
ど
の
材
料
費
は
申
請
者（
利
用
者
）

の
負
担

◇
講
師
（
指
導
者
）
の
要
件

・ 

山
口
県
文
化
連
盟
に
加
盟
す
る
団
体
（
正
会
員
）

に
所
属
す
る
こ
と
。

・ 

地
域
や
学
校
等
の
文
化
芸
術
活
動
に
お
い
て
実
技

指
導
・
講
義
な
ど
が
行
え
る
こ
と
。

＊
随
時
登
録
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

◇
お
問
い
合
わ
せ
先

　
山
口
県
文
化
連
盟

　
　
☎
０
８
３
―
９
３
３
―
２
６
１
０
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未
来
へ 

〜
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復

興
を
祈
念
し
て

　
一
日
も
早
い
復
興
を
願
っ
て
、勇
気
と
希
望
、

そ
し
て
元
気
を
ス
テ
ー
ジ
か
ら
多
く
の
方
々
に

お
届
け
し
ま
す
。

　
　
　

 

Ｓ
ｔ
ｏ
ｒ
ｙ
／
上
を
向
い
て
歩
こ
う
／

ジ
ュ
ピ
タ
ー
ほ
か

出
演
者 

…
…

﹇
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
﹈

　
　
上　
野　
美　
科

﹇
テ
ノ
ー
ル
﹈

　
　
中　
井　
亮　
一

﹇
合　
唱
﹈

　
　
混
声
：
大
内
中
学
校
合
唱
団

　
　
　
　
　
萩
高
等
学
校
合
唱
部

　
　
　
　
　
野
田
学
園
高
等
学
校
合
唱
部

　
　
女
声
：
こ
う
る
・
ソ
ア
ー
ヴ
ェ

　
　
　
　
　
女
声
合
唱
と
お
ん
き
ご
う

　
　
　
　
　
ラ
ラ　
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

﹇
吹
奏
楽
﹈

　
　
上
郷
小
学
校
吹
奏
楽
部

　
　
岩
国
商
業
高
等
学
校
吹
奏
楽
部

﹇
邦　
楽
﹈

　
　
山
口
現
代
邦
楽
集
団

　
　
邦
楽
グ
ル
ー
プ
「
音
の
わ
」

　
や
ま
ぐ
ち
を
代
表
す
る
音
楽
家
た
ち

　
　
　

 

デ
ィ
ズ
ニ
ー
映
画
音
楽
メ
ド
レ
ー
／

シ
ャ
コ
ン
ヌ
〜
無
伴
奏
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

の
た
め
の
パ
ル
テ
ィ
ー
タ
第
二
番
よ
り

／
オ
・
ソ
ー
レ
・
ミ
ー
オ
ほ
か

　
明
治
維
新
百
五
十
年
祭
に
向
け
て

　
二
〇
一
八
年
に
百
五
十
周
年
を
迎
え
る
に
あ

た
っ
て
、
明
治
維
新
か
ら
今
日
に
か
け
て
、
心

に
残
る
名
曲
か
ら
現
代
の
ヒ
ッ
ト
曲
ま
で
数
々

の
曲
目
で
お
贈
り
し
ま
す
。

　
　
　

 

荒
城
の
月
／
ふ
る
さ
と
の
四
季
／
こ
の

道
／
サ
ウ
ン
ド 

オ
ブ 

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

／
雪
の
降
る
ま
ち
を
／
ビ
ー
ト
ル
ズ
メ

ド
レ
ー
／
少
年
時
代
／
Ａ
Ｋ
Ｂ
48
メ
ド

レ
ー
ほ
か

第
５
回
山
口
県
総
合
芸
術
文
化
祭

　
五
回
目
を
迎
え
ま
し
た
『
山
口
県
総
合
芸
術
文
化
祭
』
！

　
今
年
も
、
県
内
各
地
で
音
楽
や
演
劇
、
文
芸
や
い
け
ば
な
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
い
よ
い
よ
十
一
月
に
は
、
山
口
県
総
合
芸
術
文
化
祭
の
シ
ン
ボ
ル
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る

『
メ
イ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
』
を
山
口
市
で
開
催
し
ま
す
。

　
文
化
芸
術
の
秋
、
山
口
県
の
文
化
に
触
れ
て
、
心
に
栄
養
と
元
気
を
補
給
す
る
よ
い

機
会
で
す
。
ぜ
ひ
、
周
り
の
方
々
に
お
声
が
け
く
だ
さ
い
。

開
催
日
：
十
一
月
二
十
日
㈰

　
　
　
　

14
：
00
開
演

　
　
　
　
（
13
：
30
開
場
）

場　

所
： 

山
口
市
民
会
館
大

ホ
ー
ル

 

入
場
無
料
・
要
入
場
整
理
券

　
「
音
楽
で
つ
な
ぐ
未
来
へ
の
架
け
橋
」
と
題

し
て
、
山
口
県
内
で
活
動
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
音

楽
団
体
と
県
出
身
の
プ
ロ
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
交

え
、
総
勢
二
百
七
十
人
の
出
演
者
に
よ
り
、
合

唱
あ
り
♪
吹
奏
楽
あ
り
♪
邦
楽
あ
り
♪
の
音
楽

空
間
を
ク
リ
エ
イ
ト
し
ま
す
。

　
心
に
し
み
る
懐
か
し
の
曲
か
ら
Ａ
Ｋ
Ｂ
48
ま

で
、
美
し
い
歌
声
や
極
上
の
音
色
と
響
き
で
お

贈
り
す
る
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
の
数
々
の
名
曲
に

ご
期
待
く
だ
さ
い
！

メ
イ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

第
一
部

【入場整理券の応募方法】
・ 希望人数（１通につき２名以内）、郵便番号、住所、氏名、電話番号を記入し、
はがき又はインターネットでお申込みください。
・希望人数の記入のない場合は、１名分とさせていただきます。
・ 車椅子のご利用を希望される方は、その旨を併せてご記入ください。
【応募・問い合わせ先】
　山口県総合芸術文化祭実行委員会
　〒753‒8501　山口市滝町１－１
　　　　　　　山口県文化振興課内
　☎　083‒933‒2610
　℻　083‒933‒4829
　URL　http://www.pref.yamaguchi.lg.jp/cms/a19300/festa/index.html

携帯サイトはこちら▼

【募集期間】
10月７日㈮～11月４日㈮　消印有効
【当選の発表】
　11月中旬。発表は入場整理券の発
送をもって代えさせていただきます。
なお、応募者多数の場合は抽選にな
ります。（当選されなかった方への
連絡はいたしませんので、あらかじ
めご了承ください。）

第
二
部

第
三
部



このコーナーでは山口県文化連盟の会員の皆さんを紹介しています。
よこがお～会員紹介～

会
長　
中
村　
克
衛

〒
７
５
７
―
０
０
０
２

　
山
陽
小
野
田
市
大
字
郡
１
７
５
４

　
☎
０
８
３
６
―
７
１
―
１
０
０
０

　
山
陽
小
野
田
市
文
化
協
会
は
、
平
成
十
七
年
に
旧
小
野

田
市
と
旧
山
陽
町
の
合
併
に
伴
い
、
両
市
町
に
あ
っ
た
文

化
協
会
を
統
合
し
て
発
足
い
た
し
ま
し
た
。

　
昨
年
度
ま
で
は
、
市
役
所
の
教
育
委
員
会
が
事
務
局
を

担
当
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
度
よ
り
文
化
協
会
が
自
主

運
営
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
試
行
錯
誤
し
て
い

る
状
況
で
す
。

　

現
在
の
会
員
は
個
人
会
員
四
百
九
十
名
、
賛
助
会
員

二
十
一
団
体
、
団
体
会
員
百
六
十
五
団
体
で
す
。

　

活
動
内
容
は
、「
山
陽
小
野
田
市
文
化
協
会
だ
よ
り
」

を
年
一
回
発
行
し
、
各
団
体
の
活
動
状
況
や
自
主
事
業
の

報
告
を
行
い
、
市
民
へ
の
文
化
情
報
の
発
信
に
努
め
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
山
陽
小
野
田
市
文
化
祭
等
に
参
加
さ
れ

る
団
体
の
助
成
金
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
制
作
を
行
い
、
市
役
所

と
共
に
各
団
体
へ
の
支
援
を
し
て
お
り
ま
す
。

　
特
に
、
自
主
文
化
事
業
で
あ
る
個
人
会
員
限
定
の
「
文

化
バ
ス
」
は
人
気
が
あ
り
、
八
月
十
八
日
に
福
岡
の
博
多

座
で
開
催
さ
れ
た
、
宝
塚
星
組
の
公
演
に
会
員
四
十
三
名

と
と
も
に
行
っ
て
参
り
ま

し
た
。
参
加
さ
れ
た
皆
さ

ん
は
宝
塚
ジ
ェ
ン
ヌ
の
素

晴
ら
し
い
ダ
ン
ス
と
演
出

に
大
満
足
の
一
日
で
し
た
。

十
一
月
に
は
福
岡
市
美
術

館
で
開
催
さ
れ
る
「
北
京

故
宮
博
物
院
展
」
に
行
く

予
定
に
し
て
お
り
ま
す
。

　

山
陽
小
野
田
市
文
化
協

会
は
独
り
立
ち
し
た
ば
か

り
で
す
が
、
会
員
の
皆
様

へ
の
支
援
と
山
陽
小
野
田

市
の
芸
術
文
化
の
更
な
る

発
展
に
努
め
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

山
陽
小
野
田
市
文
化
協
会

会
長　
福
永　
城
医

〒
７
４
４
―
８
５
８
５

　
下
松
市
大
手
町
３
―
３
―
３

　
（
下
松
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
内
）

　
☎
０
８
３
３
―
４
５
―
１
８
７
０

　
下
松
市
文
化
協
会
は
、
組
織
的
な
文
化
活
動
の
推
進
に

よ
り
、
市
民
文
化
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

県
下
で
最
も
早
い
昭
和
二
十
六
年
十
一
月
三
日
の
文
化
の

日
に
発
足
し
ま
し
た
。

　
現
在
、
美
術
、
文
芸
、
音
楽
、
邦
楽
、
謡
曲
、
日
舞
、

園
芸
、
茶
華
道
、
詩
吟
、
バ
レ
エ
の
十
連
盟
六
十
六
団
体

で
構
成
し
、
約
千
五
百
名
の
会
員
が
日
々
研
鑽
を
重
ね
な

が
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
主
な
活
動
と
し
て
は
、
連
盟
ご
と
に
開
催
さ
れ
る
市
民

文
化
祭
や
展
示
会
・
発
表
会
、
㈶
下
松
市
文
化
振
興
財
団

と
の
共
催
事
業
「
文
化
ジ
ョ
イ
ン
ト
」、
功
労
者
表
彰
事

業
等
が
あ
り
ま
す
。
市
民
文
化
祭
や
展
示
会・発
表
会
で
は
、

広
く
一
般
市
民
に
芸
術
文
化
に
触
れ
て
い
た
だ
く
機
会
を

提
供
す
る
た
め
「
体
験
学
習
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、当
協
会
に
は
、文
化
振
興
会
と
し
て「
女
性
部
」

が
組
織
し
て
お
り
、
文
化
講

演
会
や
芸
術
文
化
発
表
会「
花

月
」
の
開
催
等
、
地
道
な
活

動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
、
当
協
会
は
記
念
す

べ
き
創
立
六
十
周
年
を
迎
え
、

十
一
月
に
は
記
念
式
典
を
開

催
す
る
予
定
に
し
て
お
り
ま

す
。
先
達
の
築
い
た
大
き
な

礎
に
深
謝
し
つ
つ
、
会
員
相

互
に
そ
の
喜
び
を
共
有
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、こ
れ
を
契
機
と
し
て
、

会
員
相
互
の
連
携
を
よ
り
深

め
、
今
後
の
下
松
市
の
芸
術

文
化
の
振
興
と
発
展
に
更
に

尽
力
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

下
松
市
文
化
協
会

会
長　
松
場　
義
人

〒
７
４
２
―
１
１
０
２

　
平
生
町
大
字
平
生
村
１
７
８

　
平
生
町
中
央
公
民
館
内

　
☎
０
８
２
０
―
５
６
―
５
３
２
０

　
平
生
町
文
化
協
会
は
、
昭

和
四
十
六
年
四
月
に
設
立
さ

れ
、
現
在
四
十
一
年
目
を
迎

え
て
い
ま
す
。そ
の
目
的
は
、

町
内
各
団
体
の
連
絡
、
協
調

を
図
り
文
化
団
体
の
育
成
と

融
和
に
つ
と
め
、
町
民
文
化

の
向
上
と
振
興
を
図
る
こ
と

で
す
。

　
現
在
、
十
四
団
体
が
加
入

し
て
い
ま
す
。加
入
団
体
は
、

ち
ぎ
り
絵・書
道・い
け
ば
な・

手
芸・俳
句・油
絵・水
墨
画・

茶
道
な
ど
様
々
な
分
野
の
団

体
で
、
平
素
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
活
動
し
、
文
化
芸

術
の
振
興
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
主
な
活
動
と
し
て
は
、
毎
年
十
一
月
に
開
催
さ
れ
る
総

合
文
化
展
と
研
修
視
察
で
す
。

　
一
つ
目
の
活
動
の
総
合
文
化
展
は
、
町
武
道
館
で
二
日

間
に
わ
た
っ
て
開
催
し
、
今
年
度
で
四
十
三
回
目
を
迎
え

る
伝
統
あ
る
展
示
会
で
す
。
会
員
の
日
頃
の
活
動
成
果
の

発
表
の
場
で
あ
り
、
平
生
町
の
芸
術
文
化
を
発
信
す
る
絶

好
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。
地
元
小
中
学
生
の
作
品
展
示
、

地
域
の
方
の
自
由
作
品
展
示
の
場
も
あ
り
、
毎
年
盛
大
に

開
催
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
文
化
展
初
日
に
は
、
会
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
た

方
々
、
県
展
等
で
広
く
認
め
ら
れ
た
方
々
に
表
彰
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。
昨
年
度
は
、
合
わ
せ
て
八
名
の
方
々
を
表

彰
し
ま
し
た
。

　
二
つ
目
の
活
動
の
研
修
視
察
は
、
毎
年
、
大
型
バ
ス
を

借
り
上
げ
、
県
内
外
の
施
設
を
視
察
し
て
い
ま
す
。
昨
年

は
、
周
南
市
の
回
天
記
念
館
や
尾
崎
正
章
記
念
館
を
視
察

し
、
平
和
の
大
切
さ
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

　
目
下
の
課
題
は
、
会
員
の
高
齢
化
に
よ
る
団
体
数
・
会

員
数
の
減
少
で
す
。
生
涯
学
習
の
多
様
化
が
進
む
中
で
、

一
人
が
一
人
を
誘
い
込
む
活
動
を
推
し
進
め
、
課
題
の
解

決
を
目
指
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
会
員

同
士
、
ま
た
、
他
団
体
と
も
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
平
生

町
の
芸
術
文
化
向
上
と
発
展
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。 平

生
町
文
化
協
会
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代
表　
野
村　
浩
昭

〒
７
５
３
―
０
０
５
６

　
山
口
市
湯
田
温
泉
４
―
６
―
４

　
西
の
雅
常
盤
内

　
☎
０
８
３
―
９
２
２
―
０
０
９
１

　
本
会
は
、
本
年
創
立
十
五
周
年
を
迎
え
ま
す
。

　
現
在
加
盟
数
は
十
五
団
体
、
構
成
員
数
は
二
百
五
十
名

と
な
っ
て
お
り
、
全
県
的
な
和
太
鼓
関
係
者
の
連
合
組
織

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
主
要
な
事
業
は
「
山
口
県
和
太
鼓
の
祭
典
」
の
開
催
で
、

本
年
度
第
十
回
目
の
記
念
大
会
を
、
山
口
県
文
化
連
盟
の

御
助
成
を
賜
り
、
十
二
月
十
一
日
に
岩
国
市
玖
珂
町
（
こ

ど
も
の
館
）
で
開
催
す
る
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
「
山
口
県
和
太
鼓
の
祭
典
」
は
、
年
に
一
回
、
本
会
加

盟
団
体
は
も
と
よ
り
、
県
内
の
和
太
鼓
団
体
等
の
相
互
の

親
睦
を
深
め
る
と
と
も
に
、
山
口
県
に
お
け
る
和
太
鼓
活

動
の
発
展
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催
す
る
も
の

で
す
。
開
催
に
際
し
て
は
、
和
太
鼓
活
動
の
未
来
を
背
負

う
子
ど
も
た
ち
に
よ
り
組
織
さ
れ
た
和
太
鼓
関
係
団
体
の

参
加
も
す
す
め
て
お
り
、
本
会
の
目
的
で
あ
る
「
山
口
県

内
に
存
在
す
る
和
太
鼓
グ
ル
ー
プ
相
互
の
親
睦
と
技
術
研

鑽
、
更
に
後
継
者
の
育
成
を
も
っ
て
、
日
本
伝
統
芸
術
で

あ
る
和
太
鼓
の
正
し
い
伝
承
と
振
興
を
図
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
地
域
文
化
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
」
の
実
現
に
も

つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
努
め
て
お
り
ま
す
。

　
私
ど
も
と
致
し
ま
し
て
は
、「
山
口
県
和
太
鼓
の
祭
典
」

以
外
に
も
和
太
鼓
の

活
動
を
通
じ
た
様
々

な
活
動
を
行
い
、
私

ど
も
の
社
会
的
な
責

任
を
果
た
し
て
い
く

よ
う
努
め
て
参
り
た

い
と
考
え
お
り
ま
す

の
で
、
県
民
の
皆
様

方
の
御
理
解
・
御
支

援
を
引
き
続
き
賜
り

ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

山
口
県
和
太
鼓
連
盟

会
長　
諏
訪　
欣
二

〒
７
４
６
―
０
０
２
５

　
周
南
市
古
市
２
―
３
―
４
３

　
☎
０
８
３
４
―
６
２
―
１
４
０
０

　

当
会
は
、「
国
民
文
化
祭

や
ま
ぐ
ち
二
〇
〇
六
」
の
公

募
事
業
で
連
句
大
会
を
開
催

し
た
の
を
契
機
に
発
足
し
ま

し
た
。
連
句
は
、
平
安
期
か

ら
の
連
歌
や
江
戸
期
か
ら
の

俳
諧
の
流
れ
を
く
ん
だ
伝
統

あ
る
日
本
唯
一
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
文
芸
な
の
で
す

が
、
そ
の
認
知
度
は
全
国
的

に
み
て
も
低
い
の
が
現
状
で

す
。
な
の
で
当
会
の
活
動
の

一
歩
は
常
に
「
連
句
と
は
何

か
？
」
の
解
説
か
ら
始
ま
り

ま
す
。「
前
の
句
を
受
け
て
あ
と
の
句
を
付
け
る
。五・七・五

（
長
句
）
に
は
七・七
（
短
句
）
を
、
短
句
に
は
長
句
を
、

前
句
か
ら
自
分
が
感
じ
る
も
の
や
思
い
つ
く
こ
と
な
ど
を

自
由
な
発
想
と
即
興
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
感
覚
で
気
楽
に
連
々

と
人
と
人
と
が
付
け
合
っ
て
い
く
の
で
す
」
等
々
の
説
明

を
経
て
の
ち
に
「
連
句
し
ま
せ
ん
か
」
の
合
言
葉
の
も
と

で
各
地
域
で
の
連
句
初
心
者
体
験
会
や
そ
の
後
の
定
例
連

句
実
作
会
の
実
施
に
至
り
ま
す
。

　
そ
う
し
た
中
で
現
在
、
最
も
有
効
な
の
が
県
総
合
芸
術

文
化
祭
・
分
野
別
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
取
り
組
み
で
す
。

国
文
祭
連
句
を
皮
切
り
に
、
全
国
各
地
の
連
句
愛
好
家
に

も
加
わ
っ
て
頂
い
て
、
岩
国
、
防
府
、
下
関
、
山
口
、
萩

の
各
市
で
実
施
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
が
、こ
の
催
し
は
、

県
内
各
地
域
を
巡
回
し
な
が
ら
連
句
の
普
及
活
動
や
連
句

会
づ
く
り
に
も
取
り
組
め
る
誠
に
有
難
い
も
の
に
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
を
着
実
に
積
み
上
げ
な
が
ら
、
広
島
・
福

岡
・
大
分
等
の
近
隣
各
県
の
連
句
団
体
と
の
交
流
も
深
め
、

広
域
連
句
連
合
体
を
形
成
す
る
な
ど
し
て
、
さ
ら
な
る
普

及
や
定
着
に
も
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
所
属
団
体　
十
団
体
／
所
属
会
員　
百
五
十
名

や
ま
ぐ
ち
連
句
会

理
事
長　
木
村
健
一
郎

〒
７
４
５
―
０
８
７
４

　
周
南
市
徳
山
５
８
５
４
―
４
１

　
☎
０
８
３
４
―
２
２
―
８
７
８
７

　

周
南
市
文
化
振
興
財
団
は
、
周
南
市
市
民
館(

昭
和

三
十
一
年
開
館)

、周
南
市
文
化
会
館(

昭
和
五
十
八
年
開
館)

、

周
南
市
美
術
博
物
館(

平
成
七
年
開
館)

、
周
南
市
郷
土
美

術
資
料
館(

平
成
七
年
開
館)

四
館
の
管
理
運
営
を
、
指
定

管
理
者
と
し
て
周
南
市
か
ら
受
託
し
て
い
ま
す
。

　
市
民
館
は
生
活
に
密
着
し
た
身
近
な
施
設
と
し
て
多
く

の
方
々
に
利
用
さ
れ
、
文
化
教
室
会
場
な
ど
芸
術
活
動
の

場
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　
文
化
会
館
は
最
大
千
八
百
人
を
収
容
す
る
ホ
ー
ル
を
生

か
し
、
音
楽
、
演
劇
、
舞
踊
、
伝
統
芸
能
な
ど
幅
広
く
多

彩
な
舞
台
芸
術
を
紹
介
す
る
一
方
、

地
域
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
市
内
各

所
へ
芸
術
を
届
け
る
「
移
動
文
化

教
室
」
を
実
施
、
二
十
八
年
の
歴

史
を
重
ね
て
い
ま
す
。

　
美
術
博
物
館
は
、
開
館
以
来
登

録
博
物
館
と
し
て
活
動
を
続
け
、

貴
重
な
資
料
を
収
蔵
、
展
示
し
て

い
ま
す
。
常
設
展
示
室
で
は
郷
土

ゆ
か
り
の
芸
術
や
歴
史
を
紹
介
、

企
画
展
示
室
で
は
年
三
回
を
基
準

に
、
質
の
高
い
展
覧
会
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
ま
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
や
講
演
会
な
ど
、
展
覧
会
以
外

の
事
業
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
郷
土
美
術
資
料
館
は
、
よ
り
身

近
な
美
術
館
と
し
て
、
郷
土
出
身

の
洋
画
家
・
尾
崎
正
章
の
作
品
を

紹
介
し
、
企
画
展
示
室
で
は
地
元

作
家
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
、
展
覧

会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
紹
介
し
た
の
は
ご
く
一
部

で
す
。
指
定
管
理
と
い
う
厳
し
い

環
境
の
中
で
す
が
、
財
団
設
立
以

来
三
十
年
間
培
っ
て
き
た
実
績
と

経
験
、
多
く
の
方
々
の
支
援
を
財

産
に
、
職
員
一
丸
と
な
っ
て
、
地

域
文
化
の
振
興
と
醸
成
を
目
的
に
、

今
後
も
活
動
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

㈶
周
南
市
文
化
振
興
財
団

市民館文化会館美術博物館郷土美術資料館
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お問い合わせ先
山口県環境生活部文化振興課地域文化班
TEL：083-933-2610　　E-mail：a19300@pref.yamaguchi.lg.jp

県
で
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
文
化
情
報
や
ま
ぐ
ち
」
を

通
じ
て
、
県
内
で
実
施
さ
れ
る
文
化
芸
術
に
関
す
る
イ
ベ

ン
ト
等
の
情
報
を
県
民
の
皆
様
に
提
供
し
て
い
ま
す
。

貴
団
体
・
施
設
が
実
施
す
る
イ
ベ
ン
ト
や
募
集
案
内
等

を
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
文
化
情
報
や
ま
ぐ
ち
」に
掲
載
し
、

Ｐ
Ｒ
し
ま
せ
ん
か
？

○
掲
載
す
る
情
報

貴
団
体
・
施
設
が
主
催
・
共
催
、
ま
た
は
実
行
委
員
会

に
参
画
す
る
文
化
芸
術
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
や
、
作
品
・

参
加
者
の
募
集
案
内
に
関
す
る
情
報

○
掲
載
情
報
の
提
出
方
法

県
所
定
の
様
式
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
山
口
県
文
化

振
興
課
へ
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
ま
た
は
郵
便
で
、
事
業
の
内

容
が
決
ま
り
次
第
、
随
時
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
様
式
の
代
わ
り
に
チ
ラ
シ
や
開
催
要
項
等
の
既
存
の

資
料
や
、様
式
以
外
の
任
意
の
様
式
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

注
目！

山
口
県
か
ら
のお
知
ら
せ

主
な
コ
ン
テ
ン
ツ

文化プログラム開催中！

　４月から、県内各地で文化プログラムと
して様々なイベントが開催されています。
　両大会の競技ともども、ぜひご覧ください。

●最新情報はウェブサイトでご覧いただけます。
　http://www.choruru.pref.yamaguchi.lg.jp/kokutai/bunka/

　
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
文
化
情
報
や
ま
ぐ
ち
」

で
文
化
芸
術
の
イ
ベ
ン
ト
・
募
集
案
内
を
Ｐ
Ｒ

し
ま
せ
ん
か
？

提
出
先

　
山
口
県
文
化
振
興
課
地
域
文
化
班

　
（
〒
７
５
３
―
８
５
０
１　
山
口
市
滝
町
１
―
１
）

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
８
３
―
９
３
３
―
４
８
２
９

　

E-m
ail

：a19300@
pref.yam

aguchi.lg.jp

■ 山口県の文化芸術情報満載のホームページ「文化情報やまぐち」
のアドレス

http://bunka.pref.yamaguchi.lg.jp/bunka/
　※ 「Google」、「Yahoo!」等で 　文化情報やまぐち　  で検索

すると、簡単にアクセスできます。
　ホームページ「文化情報やまぐち」では、直接、イベント・募
集を投稿することができます。こちらの機能も是非ご利用ください。

文化プログラムとは？
　「おいでませ！山口国体」「おいでませ！山口大会」に芸

術・文化を通じて参加することにより、県民
総参加の大会を目指し、山口県の豊かな自然
や風土、歴史にはぐくまれた芸術・文化を全
国に発信するとともに、本県の芸術・文化の
振興を図るため実施するものです。文化プログラム事業
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平
成
二
十
三
年
度

春
の
文
化
・
芸
術
関
係
表
彰
者

の
皆
さ
ん

■
山
口
県
芸
術
文
化
振
興
奨
励
賞

　
白し
ら
石い
し　
貴た
か
房ふ
さ

（
美
術
／
陶
芸
）

　
上う
え
野の　
美み

科し
な
（
音
楽
／
器
楽
）



 トピックス＆インフォメーション

Ⅰ　

 

平
成
二
十
四
年
度
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
信
託
地
域
文
化
財
団
助
成
事
業

　
○
対
象
者

　
　

 　
国
内
の
団
体
が
日
本
国
内
で
行
う
地
域
文
化
振
興
に
寄

与
し
、
文
化
・
芸
術
的
に
優
れ
た
公
演
・
展
覧
会
等

　
○
対
象
事
業

　
　
＊
音
楽
部
門
…
…
… 

地
域
で
音
楽
文
化
の
向
上
発
展
の
た

め
活
動
し
て
い
る
ア
マ
チ
ュ
ア
の
音

楽
団
体
の
公
演

　
　
＊
美
術
展
部
門
…
… 

各
地
の
美
術
館
等
が
地
域
の
人
々
に

優
れ
た
美
術
品
の
鑑
賞
の
機
会
を
提

供
す
る
展
示
活
動
等

　
　
＊
演
劇
部
門
…
…
… 

地
域
で
継
続
的
に
活
動
し
て
い
る
ア

マ
チ
ュ
ア
の
演
劇
団
体
の
公
演

　
　
＊
伝
統
芸
能
部
門
… 

各
地
の
伝
統
芸
能
の
伝
承
と
保
存
、

後
継
者
の
育
成
を
図
る
た
め
の
公
演

　
　
※ 

平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
五
年
三
月

三
十
一
日
ま
で
に
開
催
も
し
く
は
会
期
が
開
始
す
る
事

業
が
対
象
で
す
。

　
○
助
成
金
額

　
　
　
一
件
当
た
り
二
十
万
円
か
ら
五
十
万
円
程
度

Ⅱ　
募
集
期
間
等

　
○
募
集
期
間

　
　
　
募
集
中
〜
十
一
月
三
十
日
（
消
印
有
効
）

　
○
申
込
方
法

　
　

 　
当
財
団
所
定
の
様
式
の
助
成
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
当
財
団
事
務
局
に
提
出
。

　
　
※ 

申
請
が
あ
っ
た
事
業
が
す
べ
て
助
成
さ
れ
る
と
は
限
り
ま

せ
ん
。

Ⅲ　
お
問
い
合
わ
せ
先

　
　
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
信
託
地
域
文
化
財
団 

事
務
局

　
　
　
　
〒
１
０
３
―
０
０
２
７

　
　
　
　
　
東
京
都
中
央
区
日
本
橋
２
―
２
―
４　
日
本
橋
ビ
ル

　
　
　
　
　

☎
０
３
―
３
２
７
２
―
６
９
９
３

　
　
　
　
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　
　
　
　
　
　

http://www.m
ut-tiikibunkazaidan.or.jp/

公
益
財
団
法
人
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
信
託
地
域
文

化
財
団
が
行
う
助
成
事
業
に
つ
い
て

　

文
化
芸
術
活
動
に
対
す
る
各
種
支
援
情

報
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

＊ 

募
集
中
の
も
の
や
近
く
募
集
が
予
定
さ

れ
て
い
る
も
の
な
ど
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

Ⅰ　
平
成
二
十
三
年
度
西
京
教
育
文
化
振
興
財
団
助
成
事
業

　
○
対
象
者

　
　

 　
県
内
で
教
育
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
、
芸
術
文
化
の
向
上

の
た
め
の
諸
事
業
を
実
施
し
、
著
し
い
成
果
を
み
せ
、
他

の
模
範
と
す
る
に
足
る
学
校
、
団
体
等

　
○
対
象
事
業

　
　

 　
教
育
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
、
芸
術
文
化
の
向
上
の
た
め

の
諸
事
業

　
○
助
成
金
額　
財
団
任
意

Ⅱ　
募
集
期
間
等

　
○
募
集
期
間

　
　
　
募
集
中
〜
十
一
月
三
十
日
（
消
印
有
効
）

　
○
申
込
方
法

　
　

 　
当
財
団
所
定
の
様
式
の
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
当
財
団
事
務
局
に
提
出
。

　
　
※ 

申
請
が
あ
っ
た
事
業
が
す
べ
て
助
成
さ
れ
る
と
は
限
り
ま

せ
ん
。

Ⅲ　
お
問
い
合
わ
せ
先

　
　
西
京
教
育
文
化
振
興
財
団 

事
務
局

　
　
　
〒
７
４
５
―
０
０
１
５

　
　
　
　
周
南
市
平
和
通
１
丁
目
10
番
の
２　
西
京
銀
行
内

　
　
　
　

☎
０
８
３
４
―
２
２
―
７
６
６
５

　
　
　
　
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　
　
　
　
　
　

http://Secf.jp/

（
若
し
く
は
、http://www.Secf.jp/

）

財
団
法
人
西
京
教
育
文
化
振
興
財
団
が
行

う
助
成
事
業
に
つ
い
て

Ⅰ　

 

平
成
二
十
四
年
度
エ
ネ
ル
ギ
ア
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
財
団
助
成
事
業

　
○
対
象
者

　
　
　
中
国
地
域
に
所
在
す
る
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
団
体

　
○
対
象
事
業

　
　

 　
美
術
の
展
示
活
動
、
音
楽
の
公
演
活
動
及
び
伝
統
文
化

の
保
存
・
伝
承
・
復
活
・
復
元
・
発
表
活
動
で
あ
っ
て
、

中
国
地
域
在
住
者
が
過
半
数
を
占
め
中
国
地
域
内
に
お
い

て
行
わ
れ
る
活
動

　
　
※ 

平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
五
年
三
月

三
十
一
日
ま
で
に
行
わ
れ
る
事
業
が
対
象
で
す
。

公
益
財
団
法
人
エ
ネ
ル
ギ
ア
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

財
団
が
行
う
文
化
活
動
支
援
事
業
に
つ
い
て

　
○
助
成
金
額

　
　
　
助
成
対
象
経
費
の
二
分
の
一
を
限
度

　
　
　
（
原
則
十
万
〜
五
十
万
円
／
一
件
）

Ⅱ　
募
集
期
間
等

　
○
募
集
期
間

　
　
　
平
成
二
十
三
年
十
月
一
日
〜
十
一
月
二
十
日

　
○
申
込
方
法

　
　

 　
当
財
団
所
定
の
様
式
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
県
（
文
化
振
興
課
、
社
会
教
育
・
文
化
財
課
又
は
学

校
安
全
・
体
育
課
）
又
は
当
財
団
事
務
局
に
提
出
。

　
　
※ 

申
請
が
あ
っ
た
事
業
が
す
べ
て
助
成
さ
れ
る
と
は
限
り
ま

せ
ん
。

Ⅲ　
お
問
い
合
わ
せ
先

　
　
エ
ネ
ル
ギ
ア 

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
財
団 

事
務
局

　
　
　
　
〒
７
３
０
―
０
０
４
１

　
　
　
　
　
広
島
市
中
区
小
町
４
―
３
３
中
国
電
力
内

　
　
　
　
　

☎
０
８
２
―
５
４
２
―
３
６
３
９

　
　
　
　
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　
　
　
　
　
　

http://www.gr.energia.co.jp/bunspo/

Ⅰ　
平
成
二
十
四
年
度
「
地
域
文
化
活
動
支
援
事
業
」「
郷
土

文
化
活
動
支
援
事
業
」

　
○
対
象
者

　
　
　
山
口
県
内
で
主
に
活
動
す
る
民
間
団
体
等

　
○
対
象
事
業

　
　

 

・
山
口
県
内
に
お
い
て
行
わ
れ
る
地
域
文
化
活
動

　
　
・ 

山
口
県
内
に
お
け
る
特
色
あ
る
郷
土
文
化
を
保
存
・
伝

承
す
る
た
め
の
活
動

　
　
※ 

平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
五
年
三
月

三
十
一
日
ま
で
に
行
わ
れ
る
事
業
が
対
象
で
す
。

Ⅱ　
募
集
期
間
等

　
○
募
集
期
間

　
　

 　
平
成
二
十
三
年
十
二
月
中
旬
〜
平
成
二
十
四
年
一
月
中

旬
（
予
定
）

Ⅲ　
お
問
い
合
わ
せ
先

　
　
山
口
県
文
化
振
興
財
団
事
務
局

　
　
　
　
〒
７
５
３
―
８
５
０
１

　
　
　
　
　
山
口
市
滝
町
１
―
１　
山
口
県
文
化
振
興
課
内

　
　
　
　
　

☎
０
８
３
―
９
３
２
―
２
７
１
７

　
　
　
　
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　
　
　
　
　
　

http://w
w
w.y-bunshin.jp/

一般
財
団
法
人
山
口
県
文
化
振
興
財
団
が

行
う
支
援
事
業
に
つ
い
て
（
予
定
）
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